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地方公共団体の職場における能率向上に関する研究会報告書 

――望ましいワークスタイルを実現するワークプレイス改革―― 

＜概要版＞ 

 

 

１．地方自治体と地方公務員を巡る変化と改革  

 

（１）地方自治体の変化  

  地方自治体の規模・構成・役割等は大きく変貌。特に最近 20 年間の「地方分権改革」

「平成の合併」「地方行革」は、地方公務員の働き方を大きく変えるもの。 

 地方分権一括法、地域主権改革における「義務付け・枠付け」の見直しを通じ、地方

自治体には、政策的な裁量の拡大と同時に政策上の説明責任。 

 「平成の合併」によって市町村数は 1,727 まで減少。また、指定都市・中核市・特

例市への移行も進展し、市町村の規模・能力の拡充は相当程度達成。 

  

（２）「行革の時代」  

  この 20 年間は、地方自治体にとって「行革の時代」。地方公務員の総数の減少、給与

水準の引下げ、アウトソーシングの活用・多様化などが進展。 

直近の「集中改革プラン」に基づく取組は、大きな成果（５年間で▲7.5％の職員数

純減など）をあげたが、その影響もまた大きい。とりわけ、一般行政部門での大幅削減

には、職員一人当たりの業務負担増による士気の低下等への懸念。 

地方自治体の組織・運営は、その理念や手法が問われる節目に。 

 

（３）ＩＣＴの進展  

  地方自治体でのコンピュータ導入、特に近年のＩＣＴの進展により、地方公務員の働

き方は大きく変化。 

ＩＣＴは業務効率化に大きく寄与する可能性を有するが、自治体の規模、業務手順の

見直しの有無等により、効果には大きな差。 

 

（４）人事・給与制度、人材育成  

  地方行革が続くなかで、一人一人のモチベーションを高め、能力を育成する必要性。 

民間企業の動向を踏まえ、地方公務員にも能力・実績主義に基づく人事管理が導入さ

れつつあるが、個別の団体ごとの取組姿勢には濃淡。地方自治体の最大の課題の一つ。 

 

（５）研究会の問題認識  

  この 20 年の変化と改革により、地方自治体の姿と職場の在り方は大きく変化。現状

にふさわしい職場と働き方をあらためて構築する必要。 
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２．地方自治体に期待される行政運営スタイル  

 

これまでの地方行革の特徴は「量的削減」。今後は、一律削減するだけの行革を超え

て、新たな行政運営スタイルへの移行が期待される。 

 

（１）「明確なビジョンに基づく行政経営」  

 「ビジョン」や「経営理念」を組織全体で共有することにより、首長の政策判断（ト

ップダウン）と担当部署・職員の取組（ボトムアップ）をリンク。ビジョンには、指針

性と具体性が必要。 

 

（２）「成果指向の行政運営」  

  予算主義の弊害を改め、成果指向の行政運営を徹底。PDCA サイクルによる目標管

理型の行政運営や政策評価制度のさらなる充実が必要。 

 

（３）「効率的な行政運営」  

  効率化により捻出される人的・財政的リソースを質の向上に充てていく発想が求めら

れる。業務改革の取組にも、施策の効果とコストのバランスを意識することが重要。 

 

行政運営スタイルの変革を具体化するものとして、地方公務員のワークスタイルに着

目。一人一人がモチベーションを高め、質の高い仕事のできるワークスタイルのあり方

を探求。 

 

 

３．地方公務員の望ましいワークスタイル 

 

（１）望ましいワークスタイル 

  地方公務員にも、新たな課題や難しい課題に果敢に挑戦していく高い意欲が求めら

れる。そのためには、挑戦の成果を正当に評価し、さらなる挑戦を促す必要。この好循

環をつくり出すことが重要。（図１） 

①「やる気が出る」（モチベーション向上） 

 組織のビジョンへの共感と人事評価制度の     

適切な運用が鍵。 

②「知恵が出る」（アイデア創出）  

  組織内でのコミュニケーションの円滑化で、モ

チベーションをアイデア創出に結び付けること

が重要。 

③「成果が出る」（アウトカム指向） 

 地方自治体の政策体系と職員の達成感が合致 

するよう構築することが必要。 

知恵
が出る

モチベーション
やりがい

アイデア
コミュニケーション

住民満足度
アウトカム指向

やる気
が出る

成果
が出る

【図】望ましいワークスタイルの好循環 
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（２）ＩＣＴ化やマニュアル化、職員再配置等の戦略的展開 

  ＩＣＴの導入に際し、業務の規格化やマニュアル化など、仕事の流れを規定する職

場のルールや慣行の見直しに取り組むことが不可欠。 

  また、ＩＣＴの導入等により生み出される人的リソースを、より必要性の高い業務

に投入できるよう、適正な職員再配置が必要。 

   

（３）ワーク・ライフ・バランスを実現する働き方 

  新たな課題に対するアイデア創出には、仕事以外の生活を充実させて、新鮮な刺激

を受けられる環境が重要。また、仕事と育児・介護の両立は男女を問わず大きな問題

であり、ワーク・ライフ・バランスの実現は喫緊の課題。 

  限られた時間の中で着実に成果を出す働き方に転換していくため、人事管理や職員

配置の見直しが不可欠。 

   

（４）地方自治体・地方公務員に特有の事項  

  ワークスタイル変革と地方自治体・地方公務員に特有の制度・慣行との関係を整理。 

①地方公務員の人事・給与制度やその運用の動向  

  近年の給与構造改革や人事評価制度の導入により、従来の年功序列的な運用から、

評価結果を反映する運用へと変化。ワークスタイル変革の大きな障害になるものでは

ない。 

②法令による義務付け・枠付けによる制約  

  地方自治体の業務に対する国の法令等による制約は、地域主権改革による「義務付

け・枠付け」の見直しにより相当緩和。 

 

 

４．ワークスタイル変革に向けた「１０のワークプレイス改革の取組」  

 

ワークスタイル変革を実現するための施策は各般にわたるが、研究会では、業務の効

率化により人的・財政的リソースを創出し、これを望ましいワークスタイルの実現に向

けた改革の原資として投入する取組に焦点。 

地方自治体の業務の各側面に潜在する「ムダ」を新たなリソースととらえ、ワークスタ

イル変革につなげる「１０のワークプレイス改革の取組」を整理・提示。 

 

①「ムダな紙をなくす」——ノンペーパー、ペーパーストックレス——  

  紙を極力使わない働き方・職場環境を実現し、業務の生産性を向上。 

 

②「ムダな机をなくす」——フリーアドレス——  

③「ムダな執務スペースをなくす」 ——フリーミーティングスペースへの転用—— 

  職場に個人の固定席を設けない「フリーアドレス」の導入やオフィスレイアウトの

再配置により、会議室や打ち合わせスペースを確保し、職員間のコミュニケーション
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を活性化。 

 

④「会議のムダをなくす」——会議ルールの設定等——  

  ペーパーレス会議システムで資料の準備時間や紙の使用量を削減。また、会議ルー

ルを定め、会議の実質化と効率化を実現。 

 

⑤「照会業務のムダをなくす」——コールセンターの活用—— 

  コールセンターでの一元的な対応により住民満足度を向上させると同時に、職員の

業務効率を確保。また、問合せを通じた住民ニーズの把握・反映にも寄与。 

 

⑥「ムダな残業をなくす」——日程の共有——  

  グループ内で業務日程・内容を共有し、優先順位付けや均てん化を図ることで、業

務の効率化と残業縮減を可能に。 

 

⑦「定型業務のムダをなくす」——ルーティンワークのマニュアル化—— 

  詳細な業務マニュアルの作成により業務の標準化・定型化を行い、業務の質の向上

や円滑な引継等を実現。 

  

⑧「窓口業務のムダをなくす」——ワンストップ窓口の導入——  

  複数の手続を一つの窓口で行うワンストップ窓口を導入し、組織・設備を刷新する

ことにより、住民満足度の向上や業務の効率化、人件費の削減等を実現。 

 

⑨「文書管理のムダをなくす」——ファイリングシステムの活用——  

  文書保存や廃棄等の統一的なルールを定めることにより、検索性向上による円滑な

業務執行や、保存文書の最適化による執務環境の改善を実現。 

 

⑩「現金取扱いのムダをなくす」——電子マネー納付の導入——  

   電子マネーによる収納を導入することにより、住民の利便性向上、現金の収納事務

の効率性・正確性の向上を推進。 
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５．ワークスタイル変革の推進手法と留意点  

 

（１）人事評価制度と能力開発支援  

  人事評価の適切な運用がワークスタイル変革の前提。また、職員の能力開発支援を、

人事評価と表裏のものとして充実させる必要。 

   

（２）改革の「定石」に学ぶ  

  改革に成功した事例には、以下のような共通した特徴。 

①的確な現状把握と目標設定  

 的確な現状分析と問題把握に基づいて目標設定することが重要。 

目標を一気に達成するだけでなく、少しずつ小さな達成を積み重ねていく方法や、

モデル的な取組も有効。 

 

②トップレベルを巻き込んだ強力な推進体制  

 改革の成功にはトップのリーダーシップとボトムアップの両方が不可欠。 

首長から職員に向けて明確なメッセージを発し、徹底的にその方針を貫くことが重

要。また、各部局のキーパーソンの理解と共感を得て、推進体制の中に取り込むこと

も有効。 

 

③職員の意識改革  

一人一人の職員が、組織の目標・ビジョンを理解し、自らの問題と捉える意識改革

が重要。また、現場からの改善提案も重視すべき。それによりモチベーションを高く

持ち、自発的な取組が可能に。 

 

④成果に対する適切な褒賞 

成果に対する明確な褒賞も有効。その際、個人単位の人事評価のみならず、グルー

プの単位での褒賞制度も有益。 
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望ましいワークスタイル

望ましいワークスタイルを実現するワークプレイス改革の全体像

「ムダな机をなくす」
・フリーアドレス

「ムダな執務スペースをなくす」
・フリーミーティングスペースへの転用

「会議のムダをなくす」
・会議ルール設定等

「照会業務のムダをなくす」
・コールセンターの活用

「ムダな残業をなくす」
・日程の共有

「現金取扱のムダをなくす」
・電子マネー納付の導入

「文書管理のムダをなくす」
・ファイリングシステムの活用

「窓口業務のムダをなくす」
・ワンストップ窓口の導入

「定型業務のムダをなくす」
・ルーティンワークのマニュアル化

「ムダな紙をなくす」
・ノンペーパー、ペーパーストックレス

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

・首長の政策判断（トップダウン）と
担当部署・職員の行動（ボトムアップ）をリンク

明確なビジョン

・住民サービスを担う各担当部署が、常に
成果の達成を目指す体制の構築

成果指向の行政運営

好循環をつくり出す

３つの「出る」

ワーク・ライフ・バランス

・仕事と仕事以外の生活（家庭、地域活動等）
のバランスを実現

捻
出
さ
れ
た
人
的
・

財
政
的
リ
ソ
ー
ス
の

投
入

改革の推進手法と留意点
(1)人事評価制度と能力開発支援
(2)改革の「定石」
①的確な現状把握と目標設定 ②トップレベルを巻き込んだ強力な推進体制 ③職員の意識改革 ④成果に対する適切な褒賞

「

の
ワ
ー
ク
プ

レ
イ
ス
改

革

の
取

組

」
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効率的な行政運営
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取組前 取組後

取組前後の比較
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